
 
鳴
滝
山
～
「
み
は
ら
し
連
山
」
縦
走 

 

三
原
・
尾
道
の
市
街
地
と
瀬
戸
内
海
の
展
望
を
満
喫 

 
 

  

尾
道
市
の
鳴
滝
山
か
ら
三
原
市
の
「
み
は
ら
し
連
山
」
を
縦
走

す
る
、
歩
き
甲
斐
が
あ
り
、
か
つ
素
晴
ら
し
い
展
望
を
満
喫
で

き
る
人
気
コ
ー
ス
を
紹
介
す
る
。
（
鳴
滝
）
登
山
口
バ
ス
停
を

ス
タ
ー
ト
と
し
、
Ｊ
Ｒ
三
原
駅
を
終
点
と
す
る
、
歩
行
距
離
は

約
１
３
Ｋ
ｍ
、
累
積
標
高
差
は
＋
１
１
０
０
ｍ
で
、
歩
行
時
間

は
約
６
時
間
（
休
息
時
間
は
除
く
）。 

 

ト
モ
テ
ツ
バ
ス
の
登
山
口
バ
ス
停
か
ら
出
発
す
る
。
旧
国
道

２
号
線
＆
Ｊ
Ｒ
線
路
を
横
切
り
、
川
沿
い
に
北
へ
向
か
う
。
５

分
も
歩
く
と
道
は
二
手
に
分
か
れ
る
が
、
ど
ち
ら
で
も
良
い
。

３
分
も
進
む
と
尾
道
バ
イ
パ
ス
を
く
ぐ
る
「
吉
和
７
号
ト
ン
ネ

ル
」
が
現
れ
る
の
で
そ
こ
を
く
ぐ
る
と
、
標
識
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
に
従
い
左
折
す
る
。
一
分
も
歩
く
と
、
又
標
識
が
あ
り
、

そ
れ
に
従
い
、
民
家
の
間
を
抜
け
て
山
手
へ
登
っ
て
行
く
。
右

手
前
方
に
は
、
木
の
ほ
と
ん
ど
無
い
「
鳴
滝
城
山
（
３
２
２
ｍ
）
」

が
見
え
て
く
る
。
右
手
の
小
さ
な
川
や
民
家
が
無
く
な
り
、
ミ

カ
ン
畑
へ
と
入
る
。
す
ぐ
に
石
垣
の
あ
る
や
や
広
い
広
場
に
着

く
。
振
り
返
れ
ば
、
瀬
戸
内
海
が
見
え
始
め
て
い
る
。
こ
こ
ま

で
出
発
し
て
約
２
５
分
。
こ
こ
か
ら
、
本
格
的
な
登
り
に
な
る

の
で
、
衣
服
調
整
も
含
め
一
服
し
よ
う
。
一
分
も
登
る
と
、
分

岐
点
①
と
な
る
が
、
こ
こ
は
左
折
す
る
。
す
ぐ
右
手
に
今
は
使

わ
れ
て
い
な
い
「
福
地
斎
場
＝
昇
天
閣
」
を
見
送
り
、
一
路
「
鳴

滝
城
山
」
左
手
に
点
在
す
る
集
落
を
目
指
し
登
る
。
民
家
の
間

の
き
つ
い
坂
を
登
り
切
る
と
車
道
②
に
出
る
。
右
手
を
見
る
と
、

す
ぐ
の
所
に
「
鳴
滝
城
跡
（
山
）
」
へ
の
登
り
口
が
あ
り
、
山

頂
（
城
跡
）
ま
で
４
０
０
ｍ
の
標
識
が
立
っ
て
い
る
。
道
は
余

り
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
荒
れ
て
お
り
、
お
勧
め
は
出
来
な
い
が
、

多
少
の
藪
こ
ぎ
が
苦
に
な
ら
ず
、
山
頂
へ
立
ち
た
い
人
は
寄
り

道
し
て
み
る
と
よ
い
。
山
頂
か
ら
の
眺
め
は
良
い
（
地
図
は
オ

プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
の
項
参
照
）
。
城
が
あ
っ
た
に
し
て
は
、
山

頂
は
狭
い
。
さ
て
縦
走
路
（
メ
イ
ン
ル
ー
ト
）
は
左
手
に
あ
る
。

「
熊
野
神
社
」
や
「
鳴
滝
山
山
頂
５
８
０
ｍ
」
の
標
識
に
従
い

車
道
を
離
れ
て
登
る
。
熊
野
神
社
を
右
手
に
見
や
り
１
５
～
２

０
分
も
登
る
と
再
び
車
道
に
合
流
し
す
ぐ
に
八
注
池
（
ヤ
ツ
ギ

イ
ケ
）
③
に
至
る
。
池
の
前
に
「
鳴
滝
山
公
園
案
内
図
」
が
立

っ
て
お
り
、
池
や
展
望
台
を
一
周
す
る
遊
歩
道
が
示
さ
れ
て
い

る
。
少
し
先
に
ト
イ
レ
が
あ
る
。
又
こ
こ
で
寄
り
道
と
し
て
、

鳴
滝
山
（
４
０
２
ｍ
）
山
頂
と
思
わ
れ
る
位
置
に
あ
る
三
角
点

を
往
復
す
る
選
択
肢
も
あ
る
。
往
復
約
３
０
分
な
る
も
、
展
望

は
一
切
な
い
。
登
り
口
は
ト
イ
レ
を
通
過
し
、
１
分
程
歩
い
て

右
に
入
る
（
地
図
は
オ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
の
項
参
照
）
。
さ
て
、

メ
イ
ン
ル
ー
ト
は
八
注
池
沿
い
に
展
望
台
へ
向
か
う
よ
く
整

備
さ
れ
た
遊
歩
道
を
進
む
。
約
１
５
分
も
歩
く
と
展
望
台
④
へ

着
く
。
こ
こ
か
ら
の
眺
め
は
素
晴
ら
し
く
、
尾
道
市
街
や
向

島
・
因
島
そ
の
他
の
島
々
や
瀬
戸
内
海
が
望
め
る
。
展
望
を
楽

し
ん
だ
ら
遊
歩
道
を
５
分
程
進
む
。
す
る
と
、
遊
歩
道
か
ら
分

か
れ
て
、
縦
走
路
へ
と
入
る
分
岐
点
⑤
に
達
す
る
。
こ
こ
か
ら
、

い
よ
い
よ
里
山
の
登
山
道
が
始
ま
る
。
立
派
な
標
識
「
鉢
ヶ
峰
」

と
書
か
れ
た
方
向
へ
向
か
う
。
１
０
分
程
で
、
三
角
点
の
あ
る

ピ
ー
ク
（
４
０
９
ｍ
）
⑥
に
着
く
。
こ
こ
か
ら
の
瀬
戸
内
海
の

眺
め
も
良
い
。
振
り
返
れ
ば
、
先
程
の
展
望
台
、
行
く
先
に
は
、

「
鉢
ヶ
峰
」
や
「
大
平
山
」
が
見
え
る
が
か
な
り
先
の
方
で
あ

る
。
ピ
ー
ク
を
出
発
す
る
と
、
深
い
谷
筋
へ
急
な
下
り
が
続
く
。

２
５
分
程
で
分
岐
点
に
達
す
る
が
、
こ
こ
は
標
識
に
従
い
直
進

す
る
。
１
０
分
程
で
鋭
角
に
曲
が
っ
て
急
坂
を
登
る
ポ
イ
ン
ト

⑦
に
達
す
る
。
急
登
に
備
え
こ
こ
で
一
服
す
る
の
が
良
か
ろ
う
。

１
５
分
弱
で
大
平
山
へ
直
行
す
る
道
と
鉢
ヶ
峰
へ
行
く
道
の

分
岐
点
に
至
る
。
鉢
ヶ
峰
は
左
方
向
へ
進
む
。
こ
の
後
は
、
三

原
山
の
会
が
設
置
し
た
標
識
に
従
い
「
鉢
ヶ
峰
」
へ
向
け
歩
を

進
め
る
。
こ
こ
か
ら
歩
く
こ
と
約
２
５
分
、
最
後
の
頂
上
直
下

の
き
つ
い
坂
を
登
り
切
る
と
、
鉢
ヶ
峰
山
頂
（
４
３
０
ｍ
）
⑧
）

で
あ
る
。
頂
上
は
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
景
色
は
抜
群
。
瀬

戸
内
海
と
そ
こ
に
浮
か
ぶ
島
々
、
右
手
に
は
三
原
市
街
が
き
れ

い
に
見
え
る
。
こ
こ
で
ゆ
っ
く
り
し
、
食
事
を
摂
る
の
が
最
高

で
あ
る
。
大
休
憩
が
終
わ
っ
た
ら
、
次
の
目
的
地
「
大
平
山
」

へ
向
か
う
。
約
５
０
分
程
の
工
程
。
途
中
に
分
岐
が
２
か
所
あ

る
が
、
標
識
に
従
っ
て
進
む
。
電
波
塔
の
横
を
通
り
車
道
に
出

た
ら
、
す
ぐ
大
平
山
山
頂
（
４
２
５
ｍ
）
⑨
で
あ
る
。
こ
こ
に

も
電
波
塔
が
あ
る
。
見
晴
ら
し
は
さ
ほ
ど
良
く
な
い
。
次
の
目

的
地
「
米
田
山
」
へ
は
、
車
道
を
歩
い
て
も
良
い
が
、
近
道
（
夏

場
は
少
々
荒
れ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
の
で
注
意
）
も
あ
る
。

こ
の
近
道
は
短
く
、
す
ぐ
に
車
道
に
合
流
し
、
し
ば
ら
く
車
道

歩
き
と
な
る
（
約
５
分
）。
海
が
見
え
始
め
た
所
に
、
標
識
（
⑩
）

が
立
っ
て
お
り
、
再
び
米
田
山
へ
向
け
山
道
へ
入
る
。
坂
を
下

っ
た
所
に
、
学
校
林
へ
の
分
岐
が
現
れ
る
。
こ
こ
は
直
進
し
、

途
中
に
も
う
一
か
所
分
岐
（
福
寄
り
・
糸
崎
駅
方
面
）
が
あ
る

が
こ
こ
も
標
識
に
従
い
直
進
。
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
２
回
繰
り
返

す
と
、
米
田
山
山
頂
（
３
５
７
ｍ
）
⑪
に
着
く
。
大
平
山
か
ら

こ
こ
ま
で
の
所
要
時
間
は
約
３
５
分
。
山
頂
に
は
三
等
三
角
点

が
あ
り
、
そ
こ
そ
こ
広
く
、
展
望
が
効
く
。
近
づ
い
て
来
た
三

原
市
街
や
筆
影
山
・
竜
王
山
そ
し
て
瀬
戸
の
海
や
島
々
が
堪
能

で
き
る
。
さ
て
、
い
よ
い
よ
今
回
の
縦
走
最
後
の
山
「
象
山
」

へ
向
か
お
う
。
急
な
下
り
が
続
き
、
登
り
返
す
と
、
名
の
な
い

⑧ 
前半部拡大 

（
鳴
滝
）
登
山
口 

バ
ス
停 

分岐① 

車道② 
トイレ 

八注池③ 

展
望
台
④ 

分岐点⑤ 

ピ
ー
ク
⑥ 

ポ
イ
ン
ト
⑦ 
鉢ヶ峰⑧ 

前半部 拡大 



ピ
ー
ク
に
立
つ
。
途
中
分
岐
が
２
か
所
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
標

識
に
従
い
直
進
す
る
。
こ
の
ピ
ー
ク
か
ら
近
づ
い
た
象
山
が
目

の
前
に
見
え
る
。
進
む
べ
き
道
が
や
や
分
か
り
難
い
の
で
注
意

す
る
事
。
一
度
下
っ
て
登
り
返
す
と
象
山
（
２
７
７
ｍ
）
⑫
に

着
く
。
途
中
右
側
が
切
れ
落
ち
た
（
昔
の
採
石
場
跡
）
危
険
箇

所
が
あ
る
。
十
分
に
注
意
し
て
通
過
し
よ
う
。
象
山
か
ら
の
眺

め
も
素
晴
ら
し
い
。
特
に
真
下
に
見
え
る
三
原
市
街
の
中
心
部

が
手
に
取
る
様
に
分
か
る
。
山
頂
は
よ
く
手
入
れ
さ
れ
て
お
り
、

多
く
の
市
民
が
気
軽
に
登
っ
て
来
る
様
で
あ
る
。
景
色
を
十
分

楽
し
ん
だ
ら
、
み
は
ら
し
連
山
登
山
口(

清
水
橋
登
山
口)

⑬
へ

向
か
う
。
下
り
一
方
で
あ
る
が
、
急
坂
が
続
く
の
で
、
疲
れ
た

足
に
は
か
な
り
堪
え
る
。
慎
重
に
下
ろ
う
。
３
０
分
程
で
到
着

で
あ
る
。
登
山
口
か
ら
三
原
駅
ま
で
は
、
湧
原
川
沿
い
に
進
み
、

Ｊ
Ｒ
高
架
に
沿
っ
て
右
に
進
む
と
、
２
０
分
弱
で
三
原
駅
北
口

に
着
く
。 

ア
ク
セ
ス 

 

鳴
滝
山
登
山
口
へ
は
、
三
原
駅
前
か
ら
ト
モ
テ
ツ
バ
ス
で
、

「
登
山
口
」
行
に
乗
り
、
終
点
で
下
車
。 

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト 

 

以
下
の
写
真
及
び
文
中
の
注
意
点
を
参
照
。 

オ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ト 

 

も
う
少
し
歩
き
た
い
場
合
は
、
本
文
中
に
も
述
べ
ら
れ
て
い

る
二
つ
の
オ
プ
シ
ョ
ン
ル
ー
ト
を
追
加
す
れ
ば
よ
い
。
い
ず
れ

も
ピ
ス
ト
ン
で
あ
る
。
地
図
は
下
記
参
照
。 

（
一
） 
鳴
滝
城
山
へ
は
、
往
復
約
２
０
分
。
道
は
余
り
整
備

さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
部
は
藪
漕
ぎ
の
覚
悟
が
必
要
。

距
離
は
往
復
で
約
８
０
０
ｍ
。 

（
二
） 

鳴
滝
山
へ
は
往
復
約
３
０
分
。
三
分
の
二
程
進
ん
だ

地
点
で
分
岐
（
右
折
）
が
あ
る
が
、
標
識
が
見
つ
け

難
い
の
で
、
注
意
す
る
事
。
距
離
は
２
Ｋ
ｍ
弱
。 

        

                             

オプションルート地図 

鳴滝城山山頂 → 

ポイント②にある鳴滝城山登山口 

② 

トイレ 

後半（みはらし連山）部 拡大 

Ｊ
Ｒ
三
原
駅 

登
山
口
⑬ 

象
山
⑫ 

米
田
山
⑪ 

大
平
山
⑨ 

鉢ヶ峰⑧ 

分
岐
点
標
識
⑩ み 

は 

ら 
し 

連 

山 



                             

  

ポイント②：この標識に従

い、車道から別れ山道へ 

 

八注池 ③ 展望台 ④ 

ポイント⑦：この標識に従い鋭角に曲がる 

← ポイント⑩：  

この標識に従い、車道

から別れ、山道へ 

象山山頂⑫：三原市街が目の前に広がる 

Ｊ
Ｒ
三
原
駅 

鉢ヶ峰⑧ 

大
平
山
⑨ 

 

米
田
山
⑪ 

象
山
⑫ 

登
山
口
⑬ 

展
望
台
④ 

全行程平面図 

（
鳴
滝
） 

登
山
口 

バ
ス
停 

全行程断面図 

30 分 

45 分 35 分 50 分 90 分 90 分 

20 分 

Ｊ
Ｒ
三
原
駅 

鳴
滝
山
登
山
口 


